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１．概要（Summary） 

化合物半導体 テルル化カドミウム(CdTe)を用いた放

射線検出器を作製するために、CdTe ウエハ上にショット

キ接触の電極として金属膜を積層した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

コンパクトスパッタ装置 

【実験方法】 

裏面に無電解めっきによって Pt 面を作製済みの鏡面

研磨済みの CdTe ウエハ(Cl ドープ、p-type)を用いた。ま

ず、ウエハをメタノールで超音波洗浄を行った。その後、

コンパクトスパッタ装置によって表面に積層金属電極膜を

作製した。積層構造は Fig. 1 に示す通りである。 

この電極を設けた検出器のスペクトル性能を調査する

ために Na-22 線源から発生するガンマ線のエネルギース

ペクトルの計測を試みた。 

 

Fig.1: Structure of CdTe detector 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した CdTe 検出器によって計測されたエネルギー

スペクトルを Fig. 3 に示す。Na-22 は陽電子消滅による

511 keV と励起核の脱励起に伴う 1.275 MeV の 2 種類

のエネルギーのガンマ線を放出する。これらはそれぞれス

ペクトル中の低エネルギー側および高エネルギー側でピ

ーク成分として確認することができる。このことから、通常

の CdTe 検出器としての性能は確保されている者と考える。

一方で、スペクトル計測と並行して計測していた漏れ電流

に注目した場合、プロッキング電極としての性能について

は今後の向上が求められる点であると考えられる。 

 

Fig.2: CdTe detector mounted in Al box 

 Fig.3: Na-22 gamma-ray spectrum 
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